
チャレンジ・ザ・ドリーム

～群馬の明日をひらく～

ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

～群馬の明日をひらく～～群馬の明日をひらく～
平成26年６月５日（第15回）放送

　当協会は、平成25年度より、FMぐんまと共同制作番組を毎月1回放送しています。創業・起業
の応援をメインテーマとし、群馬発の大企業のトップインタビューを中心に構成しています。
　放送内容は、当月報に掲載するほか、当協会のホームページでも公開いたします。

●プロローグ

　６月に入り、夏本番が近づいてきた感がありま

すが、皆さん、いかがお過ごしでしょうか。ご案

内役の奈良のりえです。

　これからの時期、食事はさっぱりしたものがい

いなというときにぴったりくるのが、うどんやお

そばではないかと思いますが、うどんといえば、

群馬県は原料の小麦の生産量が全国４位の土地柄

です。群馬県の食文化は粉食とも言われますよね。

今日のトップインタビューは、そんな小麦やうど

んにも関係のある会社です。この「チャンレジ・

ザ・ドリーム」では、大企業トップへのインタ

ビューなどをおよそ１時間にわたってお伝えして

いますが、今日のトップインタビューは、上州手

振りうどんで知られる、みどり市の星野物産株式

会社の星野陽司社長です。星野物産は、1902年

（明治35年）に旧大間々町で創業、1937年（昭

和12年）に株式会社になりました。うどんのイ

メージが強い星野物産ですが、その事業は幅広く、

本社のあるみどり市で小麦粉などの製粉、乾麺の

製造を行っているのをはじめ、そばを長野県小諸

市で、パンを栃木県足利市でつくっていて、酒米

の精米なども行っています。また、運輸や倉庫の

グループ会社もあります。多くの事業を手掛ける

星野社長に、経営に対するお考えなどを伺ってい

きます。また、番組後半は、これから夏に向けて

イメージぴったりの楽器、ウクレレを製造してい

る前橋市の三ッ葉楽器株式会社への訪問インタ

ビューをお送りします。

●トップインタビュー

星野物産株式会社
 星野陽司社長
̶̶̶̶上州手振りうどんで知られる、星野物産

株式会社の星野陽司社長にFMぐんまのスタジオ

にお越しいただきました。星野社長、どうぞよろ

しくお願いします。

（星野社長）はい、よろしくお願いします。

̶̶̶星野物産は、明治時代の創業で、おじいさ

まの代から続いている会社ということなんですけ

れども、子どものころから会社の様子などを見て、

星野陽司社長は育ったんですか。

（星野社長）私が生まれたのが昭和24年です。当

時から社員の人たち、100人以上いました。当時

は工場と事務所が、また、その中に私どもの住ま

いがありまして、私が生まれたのは事務所の２階

でございます。その後、社員と一緒に育ちまして、

【プログラム】

●トップインタビュー

　星野物産株式会社

 星野陽司社長

●群馬県信用保証協会からのお知らせ

　創業チャレンジ資金の利用状況について

●チャレンジ企業紹介コーナー

　三ッ葉楽器株式会社

◎アナウンサー　奈良のりえ
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現在、勤続64年でございます。

̶̶̶勤続64年ということは、生まれた年から

が勤続年数ですか、社長？

（星野社長）そうです。

̶̶̶もう、まさに会社とともに歩んできた人生

ということになるわけですね。

（星野社長）はい。

【老舗企業の事業承継】

̶̶̶その子どものころの会社の様子などで、思

い出に残っていることってあります？

（星野社長）住まいの隣が社員の寮でございまして、

住み込みの社員が多勢いました。そういう社員と

一緒に食事をして、ときにはお酒をちょっとも

らったり、試しにたばこも教えてもらったり、い

ろいろ社会勉強も一緒にやってきました。

̶̶̶もう本当にその100人の大家族のようです

ね。

（星野社長）そうですね。非常ににぎやかでした。

̶̶̶そんなふうにもう、会社が、そこにあるの

が自然にというふうに育っていった星野陽司社長

なんですけれども、社長に、では就任されたのは

いつになりますか。

（星野社長）確か33歳だと思います。当社はグルー

プ経営をしておりまして、当時、15社ほどあり

ました。それぞれの会社には優秀な事業責任者が

おりまして、その人から一つずつ会社を承継して

きました。

̶̶̶最初に就任された会社というのは、どのよ

うな業態の会社だったんですか。

（星野社長）星野物産の小麦粉を使って、生麺、

ゆで麺をつくる、前橋の会社でございます。学校

を出てすぐに入った会社です。

̶̶̶いくら自然にそれがあったとしても、やは

りそれだけの会社を背負うという意味では、大変

なご苦労もあったのではないですか。

（星野社長）それは別に会社っていうのはそれぞ

れの役割分担ですから、社長という役割を担うと

いうことですので、そんなに大げさなもんじゃな

いわけなんです。

̶̶̶その後、平成３年（1991年）44歳のときに、

星野物産の社長にも就任をされています。そう考

えますと、もう何十年も社長業をなさっているわ

けですけれども、その中でいろんな変化もあった

でしょうね。

（星野社長）整理した会社が２社、合併とか譲渡

した会社が３社。で、また新しく会社を興したの

が２社ということで、グループ会社につきまして

も、事業環境の変化に柔軟に対応してきました。

̶̶̶現在はグループ会社含めて、何社になりま

すか。

（星野社長）今、13社ですね。

【製粉事業と製麺事業】

̶̶̶ところで、星野物産といいますと、やはり

皆さんもよくご存じなのは上州手振りうどんでは

と思うんですけれども、中心になっている事業は

製粉事業なんですね。製粉ってどのような作業に

なるんですか。

（星野社長）お米は中の実が堅いので、皮を削る。

小麦は中が柔らかいので、まず砕いて、ふるいに

分けて皮を取り除きます。精米と製粉になります。

小麦のほうは、5,000年前のエジプトの時代から

続いてきているわけですけれども、それぞれの地

域で採れる小麦に合う食品がそれぞれの地域で生

まれてきました。アメリカで採れる小麦はパンに、

イタリアで採れる小麦はチャバタに、カナダで採

れる小麦はパスタに、中国で採れる小麦はまんと

うに、そういう中で、日本で採れる小麦は、うど

んとか、まんじゅうに向いている小麦があったの

で、うどん、まんじゅうが生まれたということに

なります。

̶̶̶そうやって上州の粉食文化も育っていった

んですね。

（星野社長）そうですね。

̶̶̶そんな中、星野物産は国産、さらに言いま

すと、群馬県産の小麦をとても大切にしていらっ

しゃるんですが、地元の小麦を使う理由というの

はどんなところにありますか。

（星野社長）私どものほうは、アメリカ、カナダ、

21



チャレンジ・ザ・ドリーム

～群馬の明日をひらく～

オーストラリアと、そういう輸入の小麦も使って

おります。そういう中で、輸入小麦にない風味、

香りを持った県産小麦というのが、外国産の小麦

とブレンドすることによって、麺とか、おまんじゅ

うとか、お客さんに合った味になります。国産小

麦と輸入小麦をブレンドし、お客さんの嗜好に合

わせるかが、私どもの仕事になるわけです。

̶̶̶ブレンド技術というのが、ひとつ、キーワー

ドになってきますね。

（星野社長）そうですね。大手製粉の場合は大量

生産方式ですけれども、私どものほうは多品種少

量生産で、きめ細かくお客さんの嗜好に合わせた

小麦粉をつくっております。

̶̶̶だからこそ、また製麺業でも、おいしいヒッ

ト商品がたくさん出ているわけですね。

（星野社長）そうですね。例えば手振りうどんに

合った小麦粉を製粉しているということでござい

ます。

̶̶̶これがやはり他社との差別化なんでしょう

か。

（星野社長）そうですね。きめ細かく、お客さん

の味に合わせた小麦粉を製粉するというのが、私

どものスタンスです。

̶̶̶はい。では、そのあたりのスタンスについ

ても、もう少し詳しく伺いたいので、１曲、お届

けした後に、お話を伺っていきます。星野社長の

思い出の曲をお届けしたいと思います。よくラジ

オはお聞きになっていたんですか。

（星野社長）そうですね。昔、高校生のころ、深

夜番組をよく聴いていました。

̶̶̶ということで、これはまさにその思い出の

曲ですね。

（星野社長）はい。

̶̶̶では、お送りしましょう。オールナイトニッ

ポンのテーマ曲です。ハーブ・アルバートとティ

ファナ・ブラスで、『ビタースウィート・サンバ』。

【ヒット商品上州手振りうどん】

̶̶̶「チャレンジ・ザ・ドリーム」、今日は星

野物産株式会社の星野陽司社長にお越しいただい

ています。星野物産の中心的な事業は製粉だとい

うことでしたけれども、上州手振りうどんに代表

されるような、この乾麺の製造というのは、いつ

ぐらいから行っていますか。

（星野社長）これはもう戦後、昭和20年代からやっ

ています。製粉業と一緒に創業しています。乾麺

というのは、奈良時代から続き、麺類の保存形態

からすると一番古い商品でございます。戦後、か

なり量産化が進んで、需要が増えましたが、その

後、生麺、ゆで麺、即席ラーメン、冷凍麺と、常

に新しい商品が出てきて、乾麺自体はここ50年間、

ずっと減り続けてきております。そういう中で、

製麺技術、乾燥技術、また小麦粉の改良など、も

う一度ここで乾麺の美味しさが見直されておりま

す。乾麺というのは、干すことによって、麺のこ

しがしっかりとしたり、ツルツル感が増したりと

いう効果が出てきます。特に細い麺のそうめん、

冷麦、それからざるうどん、最近ではひもかわう

どんなど、ざるで食べる麺が得意分野です。乾麺

のここに注目して、商品開発をしてきております。

̶̶̶そういった中で、2007年に世界的な食品

評価機関、モンドセレクションで、上州地粉手振

りうどんが最高金賞を受賞しました。そして、そ

の後も、黒鉄屋赤兵衛・黒兵衛の中華そば、信州

小諸の七兵衛田舎そばと更科そばが次々に金賞を

受賞。さらに、今年は上州ひもかわうどんが金賞

を受賞していますね。

（星野社長）そうです。

̶̶̶素朴な疑問なんですけれども、上州手振り

うどんを含め、うどんの分野で、もうこれだけ人

気の星野物産が、どうしておそばであったりとか、

そういったラーメンとか、そういった分野も見始

めたのかなと思ったんですけれども。

（星野社長）手振りうどんの製造技術を、そばと

か中華そばとかに応用展開してきたということで

ございます。

̶̶̶その応用というのは簡単にできるものなん

ですか。

（星野社長）簡単にはできないんですけど。

̶̶̶ええ、じゃあ相当時間はやっぱりかかった
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り。

（星野社長）そう、やっぱり試行錯誤はやってい

ます。

̶̶̶そういった中で、これほどの金賞という大

きな賞を受賞されて、食のオリンピックと言われ

ていますものね、モンドセレクションって。

（星野社長）そうですね。

̶̶̶これによって、やっぱりブランドのイメー

ジというのが変わってきましたか。

（星野社長）やはりお客さんが選択する一つのきっ

かけにはなっているのかなと思います。

̶̶̶それから、注目したいのが、ネーミングが

ユニークですね、商品の。

（星野社長）そうですね。商品の雰囲気、イメージ、

それをお客さんに上手に伝えるということです

ね。

̶̶̶味が命の業界ですけれども、社長ご自身も

味にはやっぱりうるさいんですか。

（星野社長）やはり長い間、おいしいお店、おい

しい商品を食べ続けてきたという中で、私の味覚

が付いてきました。だからまあ、年の功ですね。

̶̶̶もちろん、試作というのは幾つも幾つもあ

ると思うんですけれども、その最後の決定という

のは、では星野社長がなされているんですか。

（星野社長）社員のいろんな声を聞きながら、最

終的には私が決めるということですけれども、ま

ずいものは誰でもわかるんです。美味しさってい

うのはそれぞれの感性ですから、誰かが決めてあ

げないと決まらないと。責任者が決めるというこ

とですね。

̶̶̶おいしいという決定って難しいですね。

（星野社長）それはまあ、最終的にはお客さんが

決めるということなんですね。要するに、売上高っ

ていうのは通信簿ですから、商品の。売上高が商

品の良し悪しの評価基準ですから。それによって

やっぱり、マイナーチェンジは常にやっています。

̶̶̶では、ヒット商品である上州手振りうどん

も、そのようにマイナーチェンジをしてきたんで

すか。

（星野社長）そうですね。やはり味覚、風味、ま

た求められる水準がレベルアップしておりますの

で、原料の小麦粉、それからつくる工程について

も改善は進めております。

̶̶̶もう、つくる工程も含めて改善なんですね。

（星野社長）そうですね。常に見直しをしており

ます。

【久路保山荘ブランドと葛葉茶寮】

̶̶̶ちょっと話は変わるんですけれども、販売

について少し伺っていきたいと思います。３年前、

2011年に、みどり市の本社に京都風の素敵なお

店を開設されまして、県産小麦でつくった麺を久

路保山荘ブランドとして販売を開始されましたね。

これは、星野社長、どんなお考えからでしたか。

（星野社長）今、乾麺は家庭食、日常食として非

常に地味な存在だと思います。そんな乾麺を、京

都の雰囲気でちょっとおしゃれにして、ちょっと

お化粧して、贈答品のお店なので、贈る気持ちが

先様に伝わるようなギフト商品を始めました。

　そして昨年は隣に食事処の“葛葉茶寮”が出来

ました。

̶̶̶私も伺わせていただいたんですけれども、

こちらもすごく素敵なお店ですね。

（星野社長）はい、最初はショップだけだったわ

けです。食品ですから、見ただけじゃなくって、

実際どういう味なのか、食べてみたいというお客

さんがたくさんありまして、それにお応えする形

で、今度は食べる場所も用意いたしました。“葛

葉茶寮”という名前でございます。せっかくです

ので、京都の商家に伝わるおばんざいという料理

を、うどんと一緒に楽しんでいただくという形に
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なっております。

̶̶̶去年、京都のおばんざいを取り入れた麺料

理のお店、葛葉茶寮を開店なさったということで、

いやあ、これはますますやっぱりお客さまの反応、

反響というのを、次に結びつけていくという星野

さんのお考えなのでしょうか。

（星野社長）そうですね。やはりおいしさを確認

してもらって、そのおいしさを、今度は贈る気持

ちの中に伝えていっていただければと思っており

ます。

̶̶̶これ、久路保山荘ブランドというこの久路

保というのは、赤城山のことなんですって？

（星野社長）そうですね。万葉集の第15巻に東国

の歌が集められています。で、その中で赤城山は

当時、久路保の嶺というふうに言われておりまし

て、その歌から名付けたわけです。

̶̶̶このあたりも、やはりネーミングにこだわ

るという社長のお気持ちが込められた店舗名と

なっているようです。

【座右の書】

̶̶̶お仕事の中でご苦労もあろうかと思うんで

すが、そういった中で支えになっていることはあ

りますか。

（星野社長）事業をする中で、いろんな苦労に遭

います。いわゆるストレスです。仏教で言うと、

四苦八苦という言葉になります。このストレスに

いかに対処していくかが、仏教の教えになるわけ

です。私は大胡町の天台宗の室生貞信先生に般若

心経を教えていただき、いかに対応するかという

のを学びました。

̶̶̶大切にしている言葉とか本などはあるんで

すか。

（星野社長）ありすぎて整理するのに大変なんで

すけど、幾つかちょっと紹介させていただきます

と、一つが、『易経』というのがあります。

̶̶̶易経ですね。

（星野社長）これは3,500年前の中国の帝王学で

ございまして、占いの書ということになっており

ますけれども、国を治める、天下を平安にすると

いう政治学の基本の考えがこの中に述べられてお

ります。

̶̶̶その中で星野社長はどんなことを学ばれた

んですか。

（星野社長）今でも使われる言葉がたくさんあり

ます。「虎の尾を踏む」とか、「君子豹変する」とか、

「虎視眈眈」とか、これは易の中に出てくる言葉

であります。そのほかにも「窮すれば変ず、変ず

れば通じる」と。いつまでも雨の日、続かないと。

また、「積善の家には必ず余慶あり」ということで、

普段の一つ一つの積み重ねがきっといつか報いら

れる日が来ると。他にも現在にも通じる言葉がた

くさんあります。

̶̶̶そのほかにはいかがですか。

（星野社長）『論語』があります。

̶̶̶あ、高校時代に習いましたね。「師曰く」

ですね。

（星野社長）そうですね。高校時代は『論語』が

出てきたので、文系から理科系に鞍替えしており

ます。

̶̶̶ということは、漢詩・漢語は、あまりお得

意ではなかったんですか。

（星野社長）大っ嫌いだったんです。

̶̶̶あらためて社会人になってから見直したわ

けですか。

（星野社長）そうですね。経営者としての一つの

常識かなということで挑戦してみました。渋沢栄

一の『論語の講義』に触れたわけでございます。

幕末、明治維新、それから明治と、渋沢栄一の壮

大なドラマが『論語の講義』という本の中で述べ

られております。読むのに約３年かかりましたで
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すけれども。

̶̶̶でも、それを３年かかってでも読みたいと

思うほどのヒントが、リーダーとしてのヒントが、

この『論語の講義』の中には込められているとい

うことなんですか。

（星野社長）非常に興味深く、面白く読ませても

らいました。

̶̶̶今、お話を聞いていますと、本当にいろい

ろな、上に立つためには自身を律して学ばなくて

はいけないんだなと思うのですけれども、そのほ

かにもやっぱり参考になさっている本などがたく

さんおありのようですね。

（星野社長）もう一つが、『菜根譚』といいまして、

これは明の時代の人の作品で、リーダーの心の漢

方薬ということで、要するに処世の名言集でござ

います。例えば「徳は事業の基なり」「徳は才主に

して、才は徳の奴なり」と。才よりも、人格をき

ちんとしましょうということとか、心迷わす欲や

嫉妬心などから如何に自分の気持ちを離すかとい

う心の持ち方。それから、逆境のとき、順境のと

き、特に調子がいいとき、どういう気持ちの持ち

方をしなきゃならないとか。それから、“気”をい

かに養うか、鍛えるかという考え方とか、そうい

うのが小さな文章で500幾つありますけれども、

一つ一つ味わい深い言葉があるというのが『菜根

譚』でございます。

̶̶̶メンタルな部分というのは本当に大切だと

思うんですけれども、やはりビジネスの戦略とい

うのも、これは一つ重要な部分で、そういったこ

とに対してのヒントになるような本もありました

か。

（星野社長）孫子の中で経営戦略を知りました。

̶̶̶孫子の『兵法』ですね。

（星野社長）そうですね。一言で言うと、タスク

フォースにおける組織管理学ですね。

̶̶̶こういった非常にもう、中国から何千年と

伝わっているものというのには、ヒントがたくさ

んあるんですね。

（星野社長）そうですね。特に孫子の中で好きな

言葉とすると、「正々の旗、堂々の陣」があります。

それから、リーダーとは智・信・仁・勇・厳と５

つの基本をきちんと身に付けなくてはならないと

か、戦わずして勝つとか、「無法の賞、無政の令」

という、経営にヒントになるような言葉がたくさ

ん述べられております。組織管理の原型と思いま

す。

̶̶̶リーダーというのは人間関係というのも大

変重んじられると思うんですが、そのあたりを参

考にしたものなどもあるんですか。

（星野社長）それはやっぱり『韓非子』ですね。

組織の中で人間がどう考え、どう行動するかとい

うことのケーススタディ集であり、組織のリスク

管理の原型になっております。

̶̶̶常にやはりリーダーとして皆さんをまとめ

ていくというのは、こういった学びを、学び続け

なくてはいけないんだなというのを、あらためて

今、星野社長からのお話で感じたわけなんですけ

れども、社長ご自身がやっぱりこういったものを

学ぶのがとてもお好きなんでしょうか。

（星野社長）まあ、学ばざるを得ないと。学んだ

ほうがいいと。知らないよりは知っておいたほう

がいいと。

̶̶̶また経営者としてはやっぱり体調を整える、

健康でいなくていけないというのも、これも大切

なことかと思うんですけれども、こういった部分

というのは、社長は心がけていることはあります

か。

（星野社長）そうですね、やっぱり心身とも健康

であるというのが経営者の務めと思っておりまし

て、体のほうはゴルフで、気持ちは中村天風です。

̶̶̶ゴルフはどのぐらい前から始められたんで

すか。

（星野社長）学校を出て、４～５年後だと思います。

40年のキャリアです。

̶̶̶なぜゴルフを始めたんですか。

（星野社長）特に大きな意味はなく、何となく、

周りで始めたので。まあ、体を動かすことが好き

で、ゴルフというのはどんなもんかいなというの

でやってみたところ、芝生の上を歩くという爽快

感が良かった。また意外にルールとか、それから
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人とのお付き合いとかで自己研鑽ということにも

なるかなということで、競技会の世界で少しゴル

フを付き合ってみたわけでございます。

̶̶̶もともとスポーツは何かされていたんです

か。

（星野社長）ラグビーとスキーをやっていました

ので、走り回ることは得意なので。

̶̶̶ラグビーにスキーですと、ちょっとゴルフ

だと最初は物足りないような感じではなかったで

すか。

（星野社長）でも最初のころですから、球があっ

ち行ったり、こっち行ったりして、運動量は十分

確保されておりました。

̶̶̶今も結構回ったりされるんですか。

（星野社長）健康維持ということで、ほどほどに

やるように努めています。

【起業家へのメッセージ】

̶̶̶最後に、これから起業を考えている人や、

新しい事業に挑戦しようとしている人へのメッ

セージの意味も込めてお話しいただければと思い

ますが、挑戦するために大切なことは何だと思い

ますか。

（星野社長）それはもう常に山あり谷ありで、良

い時もあるし、悪い時もあると。荀子の中に一つ

の言葉があります。

̶̶̶荀子ですね。

（星野社長）「窮して苦しまず、憂えて意衰えず、

禍福の終始を知って惑わず」と。要するに過ぎ去っ

たことは引きずらないと。何事も明るくポジティ

ブにと。そういう中で苦労苦難もあるわけですけ

れども、これは将来の飯の種ということで前向き

にとらえて、苦労苦難も楽しみに変えていくとい

う気持ちを心がけております。

̶̶̶今日は星野社長の心に刻まれている大切な

言葉もたくさん教えていただきました。きっとリ

スナーの皆さんの中でも、「あ、この本、ちょっと

ひも解いてみたいかなあ」とか、「もう一度学び直

したいかなあ」なんていう、そんな背中を押して

もらったという方もいらっしゃるのではないかな

と思います。ぜひ、これからも群馬の、そして日

本の粉食文化のために、さらなる躍進を遂げます

ことを心よりお祈りしております。「チャレン

ジ・ザ・ドリーム」、今日のトップインタビューは、

星野物産株式会社の星野陽司社長にFMぐんまの

スタジオにお越しいただき、お話を伺いました。

星野社長、どうもありがとうございました。

（星野社長）はい、どうもありがとうございました。

̶̶̶それではもう１曲、星野社長からリクエス

トをいただきましたナンバーをお届けします。サ

イモン＆ガーファンクルの『サウンド・オブ・サ

イレンス』です。星野社長、あらためまして、あ

りがとうございました。

（星野社長）はい、ありがとうございました。

●信用保証協会からのお知らせ

創業チャレンジ資金の利用状況について

̶̶̶̶ここからは、群馬県信用保証協会からの

お知らせです。群馬県信用保証協会の栗原さんに

お話を伺います。栗原さん、よろしくお願いしま

す。

（栗原係長）こちらこそ、よろしくお願いします。

̶̶̶保証協会では、これまでの放送でお伝えし

てきたとおり、昨年度から創業応援チームの拡充

や、「創業計画サポートガイド」の改訂版の発行、

さらに、群馬県とタイアップして保証料を割引し

た制度「創業チャレンジ資金」の取り扱いをス

タートするなど、特に「創業支援」に力を入れて

いますよね。１年余りがたちましたが、これまで

の「創業チャレンジ資金」の利用状況はどのよう
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になっていますか。

（栗原係長）まず、当協会が取り扱っている創業

に関する各種保証制度の利用実績からお話ししま

す。昨年度１年間で267件となり、その前の年と

比べて110％と、１割増加しました。そのうち、

ご質問いただきました、群馬県とタイアップして

つくった「創業チャレンジ資金」の利用実績は

65件となっています。今年度に入っても、４月

の１カ月間で８件、昨年度の1.5倍と、活発にご

利用いただいています。これからも積極的にご利

用いただければと思います。

̶̶̶この「創業チャレンジ資金」ですが、もう

一度利用するメリットについて教えていただけま

すか。

（栗原係長）はい。この資金の一番のメリットは、

ご負担いただく保証料を0.2％引き下げして、一

律0.5％と低い保証料率でご利用いただけること

です。さらに、創業計画書作成のアドバイスから

創業後の経営相談まで、無料でご利用いただけま

す。

̶̶̶保証協会が推奨する「創業チャンレンジ資

金」を活用して、群馬でたくさん創業する方が増

えるといいですね。

（栗原係長）はい、そう願っています。保証協会

の創業応援チームが、創業チャレンジ資金のご利

用にあたり、創業計画書作成のアドバイス、お客

さまが希望する金融機関への橋渡し、そして創業

後の継続的な経営相談など、親身になったサポー

トを行っています。創業をお考えの方、また、創

業を考えていても今一歩踏み出せないという方、

ぜひ一度、保証協会の「創業応援チーム」にお気

軽にご相談ください。「チャレンジ・ザ・ドリー

ム」、保証協会は夢の実現に向かって頑張るあな

たを応援しています。

̶̶̶栗原さん、今日はどうもありがとうござい

ました。

（栗原係長）ありがとうございました。

●チャレンジ企業紹介コーナー

三ッ葉楽器株式会社

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、後半は新しい挑戦やユニークな取組を

している企業、急成長企業などへの訪問インタ

ビューです。今日ご紹介するのは、これから夏に

向けてイメージぴったりの楽器、ウクレレを製造

している前橋市の三ッ葉楽器株式会社です。三ッ

葉楽器では、フェイマスとゼファーというブラン

ドでウクレレをつくっていて、月に1,400本を生

産する国内唯一のウクレレ量産メーカーです。ハ

ワイの楽器、ウクレレのメーカーが前橋にあるこ

とだけでも意外に感じるかもしれませんが、もっ

と驚くことに、近々本場ハワイに進出する計画も

あるそうです。そこにはどんなストーリーがある

のでしょうか。三ッ葉楽器を訪問し、大澤茂社長

にお話を伺ってきました。

　私は今、前橋市上大島町の三ッ葉楽器株式会社

に来ています。この辺りは木工団地と呼ばれ、材

木や家具など、木工関係の会社が集まっていた場

所で、その一角に三ッ葉楽器があります。今、製

品が展示されている部屋にいるんですけれど、た

くさんの種類のウクレレが並んでいます。大澤社

長、どうぞよろしくお願いします。

（大澤社長）はい、今日はよろしくお願いします。

̶̶̶なんと、ウクレレにぴったりのアロハシャ

ツを今日はお召しになっています。ウクレレの魅

力にたっぷりと迫っていきたいと思います。では、

早速なんですが、どんな音色なのでしょうか。奏

でていただけますか。

（大澤社長）はい。（演奏を披露）

̶̶̶うわあ、エルヴィス・プレスリーの映画の

主題歌としても大変有名な、この『ブルーハワイ』

を即興で演奏していただきました。もう今日は、

アロハーというところからスタートしたほうがい

いかもしれませんね。たっぷりお話を伺わせてく

ださい。どうぞよろしくおねがいします。

（大澤社長）お願いします。 
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̶̶̶さて、このウクレレなんですけれども、ど

のようにつくられているのでしょうか。社長、今

日は工場も案内していただけますか。

（大澤社長）はい、わかりました。

̶̶̶さて、工場に来ました。工場を入りまして

すぐのところに、30センチぐらいの長さの木が

たくさん積んであります。大澤社長、これはどの

ような部分に使うものですか。

（大澤社長）はい、これはウクレレのネックの部

分に使われる材料で、これがいろいろ加工しまし

て、ネック材になります。

̶̶̶そして工場内に入ってきました。いろいろ

分かれて作業が行われています。そして、工場内

は木のとてもいい香りがしています。こちらでは、

今、何をしているんですか。

（大澤社長）先ほどのマホガニー材を、奥の機械

であらかじめ荒削りしたものを、最後にここで仕

上げている状態ですね。

̶̶̶機械で木にやすりをかけているというよう

なイメージで整形されているわけですね。

（大澤社長）はい、そうですね、はい。

̶̶̶弦を押さえるところ、ネックがこうやって

なめらかにつくり上げられていくんですね。

（大澤社長）そうです、そのとおりです。

̶̶̶続いて、ウクレレのまさにボディ、胴体の

部分ですね。その部分を今、形を整えているとい

う場所に、工程に来ています。

（大澤社長）ここは最後のお化粧ですね。塗装作

業の工程です。

̶̶̶先ほど、それぞれ、まだ別のものだったボ

ディとネックが一つに完成して。

（大澤社長）はい、最後に表面に塗装を吹き付け

る作業でございます。

（大澤社長）はい、ここは塗装が仕上がって、全

部パーツがもうセットされて、最後の検品作業に

なります。弦の張り具合を全部チェックしまして、

音の良しあしを判断する検品作業です。

̶̶̶今、息子さんの祐介さんが、最後のチェッ

クをしております。お話を伺ってみましょう。ど

んなことに気をつけて最後の検品チェックは行わ

れるんですか。

（大澤祐介さん）取りあえず目につくところの傷

がないかとか、楽器として機能しないのがないか、

それを確認しています。楽器として機能しないや

つっていうのはほとんどありませんけれども、一

応確認のために一度音を出しておく、そんな感じ

でございます。

̶̶̶こちらの、今日仕上がったばかりのウクレ

レの音色はいかがでしょうか。

（大澤祐介さん）そうですね。いつもどおり、バッ

チリでございます。

̶̶̶ここからは事務所に移動して、再び大澤社

長にお話を伺っていきます。あらためまして、よ

ろしくお願いします。

（大澤社長）はい、よろしくお願いいたします。

̶̶̶大澤社長、率直な疑問なんですが、ウクレ

レというと、もともとはハワイの楽器ですよね。

（大澤社長）はい、そうですね。

̶̶̶それがなぜ前橋で生産されるようになった

んですか。
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（大澤社長）私たち、もともと木琴という楽器を

昭和22年からつくっておりました。で、木琴は

小学生が使うもので、夏場になると夏休みに小学

生、なってしまって、売上がゼロになってしまう

んですね。そのために、夏場対策で夏はウクレレ

だということで、昭和30年からウクレレづくり

が始まりました。

̶̶̶ウクレレはブームが来ていたんですか。

（大澤社長）はい。戦後間もなくハワイブームっ

ていうんですか、私たちの先輩たちがこぞってハ

ワイに旅行に行ったりしていたわけですね。で、

持ち帰って楽しんだのがウクレレだったというこ

とで、当時はもうすごいウクレレ、ハワイアンブー

ムですか、があったそうです。

̶̶̶ということは、売れ行きは順調でしたか。

（大澤社長）はい、そうですね。当時、日本であ

ちらこちらでたくさんウクレレをつくっていると

ころがありました。で、私どもはアメリカ向けに

かなり輸出もしました。１日100本ペースでつく

られたということで、先代から聞いております。

̶̶̶その後、ウクレレ、ハワイブームというの

は、ずっと続いていきましたか。

（大澤社長）はい、ところが、そう簡単なもので

はなくて、1960年代に入りますと、ビートルズ、

ベンチャーズっていう音楽家が外国から入ってき

ました。それで持ち込んだのがエレキギターです

ね。で、もう、その時代からエレキギターの時代、

グループサウンズの全盛期になったわけですね。

̶̶̶と同時に、ウクレレの生産量に関しても、

やはり陰りが見えてきたわけですか。

（大澤社長）はい、そうです。約20年間、氷河期っ

ていうんですか。売れない時期が続きました。１

カ月の注文が30本とか50本っていう、そういう

状態に激減いたしました。

̶̶̶そういう中でも、生産を続けられましたよ

ね。

（大澤社長）はい。

̶̶̶これはどういった理由からですか。

（大澤社長）はい、私の前の、今、会長をしてい

ます金井孝志が、「うちでやめてしまったら、ウク

レレが日本から消えてしまう」と、そういう危機

感を持っていまして、どうにか続けました。当時

よかったのは、私ども、別の部門の家具をつくっ

ていました。会社の経営が、家具のほうで何とか

経営ができていたということがあって、ウクレレ

が激減しても会社として存続ができたということ

で、今きております。

̶̶̶いつ、そのウクレレの氷河期が終わるかと

いうのは全くわからない状態で、それでもなおか

つ、ウクレレを続けていこうと思ったのはどうし

てでしょう。

（大澤社長）はい、先ほど申し上げました金井孝

志が、ある音楽教育雑誌を見ました。特殊教育に

ウクレレを使ったという記事を見まして、それで

何かこう、障害のある子どもたちが、ウクレレに

よって心を開いたり、いいほうに向いたというこ

との記事を見まして、それじゃあやっぱり続けな

くちゃいけないということで、継続を決断したそ

うです。

̶̶̶そんな中、ウクレレの生産がまた以前のよ

うになるように、何か手を打ったんですか。

（大澤社長）はい、今考えますと、その売れない

時期が、逆に今考えてよかったかなという気がし

ます。それは、当時、工場長を携わった石原等さ

んという方がいまして、その方が自ら音楽をやる

方で、売れない時期にアメリカのギターメーカー

のマーティン社のウクレレの音を聞きながら、ど

うしてこんないい音がするんだろうと、もう日夜

勉強をしていたそうです。そんな中、平成に入り

まして、相撲取りの小錦さん、それからドリフター

ズの高木ブーさんが、テレビ、メディア等でウク

レレの音を奏でるようになりまして、で、一番よ

かったのは、NHKの教育テレビで高木ブーさん

のウクレレ講座が始まりました。それをきっかけ

に、平成になりまして、また爆発的な需要があり

ました。で、そのときに、いきなり、30本、50

本の生産の状態から、いきなり１カ月1,000本の

単位の生産が必要になったわけですね。で、機械

もありました、従業員もまだ残っていましたので、

もう数カ月のうちにいきなり1,000本つくること

29



チャレンジ・ザ・ドリーム

～群馬の明日をひらく～

ができました。ところが、そのよかったのは、そ

の20年間売れなかったときに研究した成果、過

去に20年前につくったウクレレとはもう全然比

べものにならないほどいい音の出るウクレレがで

き上がっていました。まあ、そんなのがよかった

のかなと思います。

̶̶̶ウクレレは、やはり自社で開発するんです

か。

（大澤社長）はい、やはりいろんなプレーヤーさ

んの意見を聞いたりしているわけなんですが、そ

れでもやはり、我々中小企業、勉強にも限度があ

ります。そのために、群馬県の産業技術センター

さんの支援を頂いたり、それから地元の大学であ

ります前橋工科大学にシステム生体工学という科

がございまして、いい音っていうのはどういうも

のだろう、人間がどういうふうに音を感じるだろ

うという、そういう音の勉強を今、しております。

̶̶̶そして、いよいよ本場ハワイに進出するそ

うですね。

（大澤社長）はい、そうです。このウクレレって

いう楽器は、もともとハワイで生まれた楽器です。

使われている素材が、マホガニーっていう材木と、

ハワイアンコアっていう材木、２つに大体分かれ

ます。で、やっぱりハワイで生まれた楽器ですか

ら、ハワイアンコアっていうマメ科の植物が使わ

れるんですが、これはやはり今、ハワイ諸島の中

でハワイ島にだけ自生する木ですね、植物。それ

はやはり日本でも手に入るんですが、とても高価

な値段になってしまいます。そのために、自らハ

ワイに行って自分で材木の調達もしたいというこ

とと、それと、本場ハワイでウクレレの技術を勉

強したいということがありまして、ハワイに、お

かげさまで１月３日に法人を設立いたしました。

これからいろんなことを活動する準備に入ってお

ります。

̶̶̶では、あらためまして、今後の目標につい

てもお聞かせください。

（大澤社長）はい、そうですね。せっかく私ども

が前橋で根付きましたので、ぜひ、「ウクレレのま

ち前橋」、また、「ウクレレのまち群馬県」を目指

して、特徴あるものをつくりながら、群馬県から

世の中にウクレレ文化を発信したいと思っており

ます。

̶̶̶今日は三ッ葉楽器株式会社の大澤茂社長に

お話を伺いました。大澤社長、ありがとうござい

ました。

（大澤社長）はい、ありがとうございました。

●エピローグ

　夢への挑戦をテーマに、明日へ向かって走って

いる人を応援する番組「チャレンジ・ザ・ドリー

ム」。今日は、番組前半は、上州手振りうどんで

知られる、みどり市の星野物産株式会社の星野陽

司社長へのトップインタビュー。そして後半は、

国内唯一のウクレレ量産メーカーで、本場ハワイ

へ進出する前橋市の三ッ葉楽器株式会社への訪問

インタビューをお送りしました。トップインタ

ビューの模様は、ポッドキャスト配信も行ってい

ます。FMぐんまホームページの「チャレンジ・

ザ・ドリーム」のサイトをご覧ください。

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、この番組は「頑張るあなたを応援しま

す！群馬県信用保証協会」の提供でお送りしまし

た。ご案内役は、私、奈良のりえでした。

ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【８月の放送のお知らせ】

平成26年８月７日（木）12:00～12:55

再放送　 ８月９日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！
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